
陰
陽
道
入
門

｜
「
平
安
中
期
陰
陽
道
と
貴
族
の
生
活
」
住
岡

よ
り

i
陽
子

は
じ
め
に

我
が
国
の
陰
陽
道
の
源
流
は
、

陰
陽
五
行
説
に
あ
る
。

と
の
陰
陽
五
行
説
は
、
も
と
も
と
別
個
な
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
市
い
歴
史
を
持
つ
陰
陽
説
と
五
行
説
、
そ
れ
に
十
子
・
十
二
支

の
干
支
や
、
『
周
易
』
の
剛
柔
・
八
卦
の
思
想
な
ど
も
加
わ
っ
て
、

漢
代
に
そ
の
型
を
整
え
、
司
史
に
鍵
岨
日
南
北
朝
に
お
い
て
、
そ
れ
が
複

雑
に
結
合
し
、
そ
れ
に
漢
民
族
の
回
有
の
信
仰
な
ど
種
々
の
要
素
も

加
わ
っ
て
成
立
し
た
思
想
律
「
］
を
い
う
。

黄
、
州
涜
域
で
農
耕
作
し
活
を
し
て
い
た
漢
民
族
が
、
そ
の
厳
し
い
自

然
の
中
か
ら
体
得
し
た
世
界
観
で
あ
り
、
極
め
て
臼
然
科
学
的
な
思

想
の
結
合
体
で
あ
る
、
陰
陽
五
行
説
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
、
日
本
独
自
の
陰
陽
道
と
し
て
成
立
し
、
ま
た
、
賞
族
文
化
の
↓

端
を
担
う
ま
で
に
発
反
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

遠
く
中
同
十
口
代
社
会
に
発
生
し
た

陰
陽
道
の
最
樺

陰
陽
五
行
説
が
本
格
的
に
日
本
へ
伝
わ
っ
た
の
は
、
『
日
本
書
紀
』

に
よ
れ
ば
、
七
前
紀
初
頭
の
推
市
ト
年
（
六

O
ぺ
）
で
あ
る
。
以
降
、

約
半
世
紀
あ
ま
り
を
経
過
し
て
、
律
令
制
度
の
成
立
と
と
も
に
、
中

務
省
所
属
の
陰
陽
寮
の
職
掌
と
し
て
、
同
家
の
要
請
に
よ
り
、
同
家

の
資
養
の
も
と
に
移
入
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

陰
陽
寮
の
組
織
・
職
掌
に
つ
い
て
、
次
頁
に
ま
と
め
た
表
に
そ
い

な
が
ら
、
簡
単
に
み
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
長
官
は
一
人
、
雨
明
と
称
し
て
天
文
・
暦
数
・
風
雲
・
気
色

を
学
り
、
天
文
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
時
は
、
密
H
刈
奏
聞
が
許
さ
れ

て
い
た
。
頭
の
ド
に
は
、
助
（
次
仔
）
・
允
（
判
官
）
・
大
、
小
属

（
、
一
土
典
）
が
各
一
人
置
か
れ
た
。
こ
れ
ら
四
等
官
は
、
事
務
担
当
者

で
あ
る
。
技
術
面
の
職
務
は
、
陰
陽
科
・
暦
科
・
天
文
科
・
漏
刻
の

四
分
野
か
ら
な
り
、
陰
陽
科
の
う
ち
、
陰
陽
師
は
し
ハ
人
で
、
レ
内
室
・

旧
制
地
を
掌
る
。
占
涯
と
は
具
体
的
に
い
か
な
る
方
式
が
用
い
ら
れ
た

か
‘
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
世
陰
陽
師
の
卜
占

が
、
ほ
と
ん
ど
式
占
で
あ
っ
た
事
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
ー
初
よ

り
式
占
に
よ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
相
地
と
は
、
土
地
の
吉
凶
の
判
定

を
行
う
も
の
で
、
同
じ
く
予
言
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
陰
陽

博
士
一
人
は
、
陰
陽
生
十
人
を
教
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
文
科
の

天
文
博
士
牟
人
は
、
天
文
・
気
色
を
観
測
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
密
奏

を
行
い
、
天
文
生
十
人
の
教
育
に
も
当
た
る
。
暦
科
の
暦
博
上
一
人

は
、
造
脈
問
と
暦
牛
十
人
の
指
導
が
任
務
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
暦
」

と
は
、
巻
子
本
で
一
日
ご
と
に
漢
文
で
季
節
や
日
の
吉
凶
、
禁
忌
、

星
宿
の
位
置
、
月
の
満
ち
欠
け
な
ど
が
詳
し
く
書
か
れ
、
日
記
帳
に

も
利
用
さ
れ
た
「
具
注
暦
」
の
こ
と
で
、
雑
A
H

第
三
十
第
六
条
に
、

十
一
月
一
日
ま
で
に
新
年
の
婚
を
調
進
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。

暦
生
は
暦
を
習
う
こ
と
が
本
務
で
あ
っ
た
が
、
事
実
上
は
暦
博
土
の

助
手
で
、
指
導
に
従
っ
て
暦
計
算
を
行
っ
て
い
た
よ
う
だ
（
2
）

O

漏
，

刻
博
士
は
ゐ
一
人
で
－
一
十
人
の
守
辰
，
l
を
統
本
し
、
漏
刻
の
時
刻
を
は

か
り
、
時
は
鼓
、
刻
は
鐘
を
鳴
ら
し
て
知
ら
せ
る
。
そ
の
他
、
使
部

二
十
人
・
直
下
一
二
人
を
加
え
、
合
計
頭
以
下
八
卜
九
名
の
職
員
か
ら

成
っ
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
律
令
制
下
の
陰
陽
寮
の
陰
陽
・
天
文
・

暦
の
三
科
は
、
各
学
問
分
野
の
育
学
と
寺
門
技
日
の
育
成
と
い
う
学

問
的
機
関
と
し
て
の
役
割
と
、
そ
の
専
門
的
技
能
に
よ
る
奉
仕
と
い

う
職
能
的
機
関
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
。
陰
陽
道
の
具
体
的

な
発
端
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
民
も
要
請
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
陰
陽
科
の
職
掌
に
負
う
も
の
で
あ
る
。

陰
陽
寮
設
置
後
、
奈
良
・
一
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
、
学
芸
の
奨

励
や
教
科
書
の
決
定
、
寮
財
政
の
基
礎
の
整
備
な
ど
の
諸
施
策
の
突

が
あ
が
り
、
学
問
教
育
機
関
と
し
て
自
前
の
技
目
げ
の
養
成
が
進
ん
だ

こ
と
か
ら
、
職
能
機
関
と
し
て
も
一
体
性
を
持
っ
た
職
務
が
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
陰
陽
科
に
つ
い
て
詳
し
く
百
え
ば
、
教
科
書
の
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『
周
易
』
『
新
撰
陰
陽
書
』
『
黄
帝
金
匿
経
』
『
五
行
大
義
』
を
科

学
し
業
を
終
え
た
陰
陽
生
は
、
陰
陽
得
業
生
と
な
り
、
年
労
を
積
ん

で
陰
陽
師
か
ら
更
に
陰
陽
博
上
や
、
陰
陽
寮
の
事
務
宵
僚
で
あ
る
陰

陽
頭
を
筆
頭
と
す
る
四
等
官
に
任
用
さ
れ
る
と
い
う
、
学
問
的
分
科

と
分
科
出
身
者
の
教
官
h

の
次
第
と
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
職
務
内
容
も
急
速
な
展
開
を
示
し
、
平
安
時
代
中
期
に
及
ん
で

新
局
面
を
呈
す
る
に
至
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
第
一
に
「
占
窓
相
地
」

と
い
う
令
の
規
定
を
を
越
え
、
神
祇
官
ト
部
の
職
掌
と
さ
れ
て
い
た

呪
術
祭
記
面
を
も
職
務
に
取
り
込
ん
で
、
宗
教
的
技
能
機
関
と
し
て

の
実
態
を
備
え
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
改
め
て
神
祇
官
卜
部
と

の
職
務
分
担
が
岡
ら
れ
た
陰
陽
科
の
駿
務
は
、
占
巾
・
勘
申
・
祭
組

の
一
二
部
門
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
陰
陽
科
、
な
い
し
は
陰
陽
科
の
扱
う
職
務

内
容
を
指
す
も
の
と
し
て
、
陰
陽
道
と
い
う
語
が
一
般
的
に
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
陰
陽
道
の
「
道
」
は
、
直
接
的
に
は
博
上
の

訓
導
の
「
道
」
と
か
専
門
技
官
の
上
口
術
の
「
道
」
と
か
い
う
、
叙
位

任
官
の
考
課
の
対
象
と
な
る
学
問
的
・
職
能
的
験
能
を
意
味
す
る
が
、

実
質
的
に
は
、
と
の
格
官
の
次
第
と
な
る
学
問
的
分
科
そ
の
も
の
、

さ
ら
に
は
、
分
科
出
身
者
の
職
掌
内
容
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
。
陰

陽
道
と
い
う
言
葉
は
、
こ
れ
ら
が
あ
る
一
定
の
専
門
性
を
持
つ
も
の

と
し
て
明
確
に
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
初
め
て
呼
称
さ
れ
、
だ
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
に
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
紀
伝
道
・
明
経
道
・
明
法
道
・
算
道
・
天
文

道
・
燈
道
・
医
道
と
い
っ
た
呼
称
も
ま
た
、
大
学
寮
・
陰
陽
寮
・
典

薬
寮
等
、
専
門
の
学
術
・
技
術
を
行
使
し
博
士
と
学
生
を
擁
す
る
学

術
教
育
機
関
、
な
い
し
は
そ
の
分
科
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
陰
陽
道
が
、
全
面
「
公
」
か
ら
「
公
」
に
基
本
を
お
き
つ

つ
「
私
」
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
の
も
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
で
あ
る
。

陰
陽
寮
が
設
置
さ
れ
た
律
令
制
定
期
当
初
の
奈
良
時
代
で
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
そ
の
利
用
は
公
務
に
限
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
陰

陽
道
は
、
律
令
国
家
の
要
請
に
応
ず
る
た
め
だ
け
の
児
術
・
学
問
・

技
術
と
し
て
、
律
令
国
家
の
独
占
掌
握
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
時

に
、
陰
陽
寮
の
官
人
以
外
の
者
の
学
習
伝
授
を
距
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。
当
然
、
陰
陽
道
関
係
の
図
書
は
、
厳
重
な
禁
書
の
取
り
扱
い
を

受
け
て
い
た
。
そ
れ
が
平
安
時
代
中
期
に
入
り
、
陰
陽
寮
の
官
人
が

宗
教
家
と
し
て
の
性
格
を
獲
得
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

っ
た
の
か
。
彼
ら
は
、
国
家
へ
の
奉
仕
は
も
ち
ろ
ん
の
と
と
、
私
人

の
要
請
に
も
応
え
て
、
単
に
吉
凶
予
見
の
卜
筆
の
み
な
ら
ず
、
民
族

宗
教
の
一
部
を
そ
の
職
掌
に
加
え
祭
・
誠
を
執
行
す
る
な
ど
、
幅
広

く
貴
族
社
会
で
活
動
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
陰
陽
道
は
、
公

式
に
は
寮
の
活
動
、
非
公
式
に
は
個
人
の
活
動
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
、
平
安
時
代
中
期
、
陰
陽
道
は
名
実
と
も
に
成
立
し
た

わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
寓
廷
貴
族
社
会
に
お
い
て
甚
だ
し
く
盛
行

し
、
最
盛
の
時
を
迎
え
る
の
だ
っ
た
。

陰
陽
道
を
継
ぐ
者

「
陰
陽
師
」
は
も
と
も
と
‘
律
令
下
の
陰
陽
寮
に
お
け
る
定
員
六

名
の
官
職
名
を
指
し
た
。
こ
れ
は
、
律
令
制
定
期
当
初
、
従
七
位
上

相
当
の
品
官
で
、
寮
の
四
等
官
と
対
比
す
る
と
、
允
に
同
じ
で
大
属

よ
り
上
位
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
安
時
代
に
入
る
と
、
「
陰
陽

師
」
は
四
等
官
の
下
位
に
組
み
込
ま
れ
、
陰
陽
生
↓
陰
陽
得
業
生
↓

「
陰
陽
師
」
↓
陰
陽
属
と
い
う
の
が
、
陰
陽
道
出
身
者
の
務
官
の
次

第
の
一
つ
の
基
準
と
な
っ
た
。
ま
た
、
天
文
・
暦
両
道
出
身
者
も
、

陰
陽
道
兼
学
者
と
し
て
こ
の
登
官
の
次
第
に
組
み
込
ま
れ
た
。
こ
う

し
て
、
陰
陽
道
の
職
務
を
担
当
で
き
る
者
は
、
令
制
段
階
の
陰
陽
博

士
一
人
・
「
陰
陽
師
」
六
人
か
ら
、
阿
等
宮
を
含
む
陰
陽
道
出
身
者

・
兼
学
者
に
大
幅
に
増
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
官
職
と
し
て
の
「
陰
陽
師
」
と
は
別
に
、
乙
の
陰
陽
道
出
身
者

・
兼
学
者
と
い
っ
た
陰
陽
道
を
職
務
と
す
る
者
が
、
し
専
ら
職
能
者
と

し
て
の
「
陰
陽
師
」
と
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
折

し
も
時
は
、
陰
陽
道
が
成
立
し
た
、
平
安
時
代
中
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
た
。

「
陰
陽
師
」
は
、
陰
陽
道
が
盛
行
し
て
い
た
平
安
中
期
宮
廷
貴
族

社
会
に
お
い
て
、
一
般
的
に
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
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ろ
う
か
。
藤
原
明
衡
の
『
新
猿
楽
記
』
は
、
一
種
の
職
人
尽
く
し
と

し
て
平
安
中
期
の
様
々
な
職
業
者
の
様
相
を
伝
え
る
が
、
同
書
の
架

空
の
「
陰
陽
師
」
賀
茂
道
院
に
関
す
る
記
述
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ

る

2
十
君
夫
陰
陽
先
牛
賀
茂
道
府
ぺ
合
植
経
・
枢
機
経
・
神
制
作
霊
轄

等
之
無
ν

所
不
審
、
四
課
一
二
伝
明
々
多
々
也
、
上
口
覆
物

者
如
レ
見
レ

H
、

推

物

怪

者

如

レ

指

レ

掌

、

進

退

十
e

一
一
押
将

前
後
一
二
十
六
禽
一
、
仕
式
神
一
、
造
一
符
法
一
、
開
一
一
関
鬼
神
之

目
、
出
一
入
男
皮
之
魂
、
凡
都
覧
反
問
究
レ
術
祭
一
紀
解
除
致
レ

験
、
地
鋲
・
謝
罪
・
呪
術
・
厭
法
等
之
上
手
也
、
吉
備
大
臣
七

佐
法
五
之
道
宵
伝
者
也
、
加
之
註
－
暦
天
文
岡
・
宿
制
服
地
判
経

又
以

f
々
分
明
也
、
所
以
形
雄
レ
裏
人
体
一
、
心
通
達
鬼

神
一
、
身
難
L

住

償

問

、

神

経

緯

天

地

点

矢

、

明
衡
は
、
卜
・
「
日
・
蔽
・
陰
陽
道
祭
な
ど
種
々
の
呪
法
に
通
じ
た
「
陰

陽
師
」
を
、
「
人
の
形
を
し
人
の
併
に
住
む
鬼
神
」
と
評
し
た
の
だ

っ
た
。

H

勝
原
行
成
な
ど
も
、
ト
占
に
長
じ
た
「
陰
陽
師
」
賀
茂
光
栄

を‘

光
栄
之
占
如
レ
指
レ
掌
、
ず
削
a

v

謂
v

神
也

（，

O
一
一
）
五
月
九

H
条
）

「
神
」
に
準
え
て
評
し
て
い
る
。
ま
た
、

（一

O
一
パ
）
七
月
一
会
十
一
日
条
に
、

非

練

行

荷

、

非

陰

陽

師

、

修

何

法

令
一
除
癒
乎

と
見
え
、
験
存
と
同
線
、
「
陰
陽
師
」
が
神
秘
的
な
能
力
を
持
つ
術

者
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
会
ぶ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
陰
陽
師
」
は

「
見
L

鬼
行
」
（
『
西
宵
記
』
「
ぃ
東
宮
円
行
持
条
」
所
引
、
『
宇
多
天

皇
御
記
』
寛
平
元
年
（
八
八
九
）
一
月
十
八
日
条
）
な
の
で
あ
っ
た
。

絶
え
ず
陰
陽
道
の
中
核
と
し
て
存
紅
し
て
き
た
、
と
れ
ら
一
「
陰
陽

師
」
た
ち
ら
の
う
ち
、
二
ト
ヘ
陰
陽
道
宗
家
体
制
を
確
立
せ
し
め
た
の

が
、
賀
茂
・
安
倍
の
両
氏
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
陰
陽
道
と
い
う
も
の
は
、
本
来
、
特
定
の
家
が
こ
れ

を
継
ぐ
よ
う
な
性
質
の
学
問
技
能
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
何
故
、

賀
茂
・
安
桁
両
氏
の
院
業
抑
職
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
『
権
記
』

寛
弘
八
年

年と

『
小
右
記
』

長
和
四

一
丁
一

q
A、

f
－

t
l
f
 

陰
陽
寮
設
置
当
初
は
、
そ
の
学
問
が
高
度
に
専
門
的
な
た
め
、
既

に
知
識
や
技
術
を
修
得
し
て
い
る
還
俗
僧
や
渡
来
人
を
主
体
と
す
る

陰
陽
寮
宵
人
の
任
用
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
、
寮
の
習
学
機
関
と
し
て
の
整
備
と
伝
習
し
者
へ
の
優
遇
措
置

に
よ
っ
て
、
各
部
門
習
学
与
の
育
成
が
進
み
、
や
が
て
、
未
成
熟
な

が
ら
、
大
津
・
中
直
志
斐
・
弓
削
・
大
森

H
・
刀
岐
な
ど
の
伝
習
の

家
の
山
山
現
を
み
る
に
至
る
。
も
っ
と
も
、
九
院
紀
前
半
段
階
で
は
ま

だ
、
道
の
活
動
リ
寮
の
活
動
を
主
導
し
た
の
は
陰
陽
頭
で
は
な
か
っ

た
。
陰
陽
頭
は
、
も
と
も
と
事
務
官
僚
の
長
官
で
、
一
二
科
の
知
識
の

あ
る
者
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
が
な
い
者
も
任
用
さ
れ
る
官

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
陰
陽
頭
が
陰
陽
道
を
主
導
す
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
陰
陽
頭
の
道
出
身
者
任
用
が
常
態
化
し
た
段
階
か
ら
で
、
陰

陽
道
出
身
者
と
み
ら
れ
る
滋
岳
（
刀
岐
）
川
人
が
頭
に
任
用
さ
れ
た

九
慣
紀
中
頃
が
、
そ
の
転
機
と
み
ら
れ
る
。
陰
陽
道
が
名
実
と
も
に

明
確
と
な
っ
た
の
も
、
こ
の
段
階
で
あ
る
。
更
に
、
十
世
紀
後
半
か

ら
は
、
陰
陽
道
は
陰
陽
頭
で
は
な
く
、
陰
陽
道
一
臨
・
今
一
瞬
な
ど
の

上
閥
同
胞
の
主
導
下
に
入
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
今
一
つ
の

両
期
と
な
っ
た
の
が
、
賀
茂
忠
行
・
保
憲
父
子
と
そ
の
弟
子
安
倍
暗

明
の
出
現
で
あ
っ
た
。

十
位
紀
に
始
ま
っ
た
賀
茂
氏
の
台
頭
で
陰
陽
道
界
は
一
段
と
活
気

を
呈
し
て
く
る

2
0
賀
茂
氏
は
、
七
世
紀
の
大
験
者
、
役
小
角
の

流
れ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
は
従
五
位
下
く
ら
い
の
下
級
官
僚
と

し
て
代
々
朝
廷
に
仕
え
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
忠
行
が

出
る
に
及
ん
で
そ
の
占
験
の
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
保
憲

も
父
以
上
に
傑
出
し
た
才
能
を
示
し
、
従
凶
位
上
に
で
る
な
ど
、
陰

陽
道
の
隆
盛
と
と
も
に
家
運
上
昇
の
気
運
に
乗
っ
た
賀
茂
氏
は
、
次

第
に
陰
陽
道
界
の
一
大
権
威
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
保
憲
の
子
光
栄
も
ま
た
達
人
の
名
を
辱
め
ず
、

忠
行
・
保
憲
の
弟
子
安
倍
晴
明
も
非
凡
な
止
を
有
し
た
た
め
、
保
憲

は
、
光
栄
に
は
暦
道
を
受
け
継
が
せ
、
暗
明
に
は
天
文
道
を
伝
え
て
、

両
氏
を
異
な
る
分
野
で
主
に
活
動
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
こ
で
、
暗
明
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
て
み
た
い
。
晴

明
は
、
数
あ
る
陰
陽
師
の
う
ち
、
平
安
王
朝
に
随
一
の
陰
陽
師
と
し
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て
名
を
馳
せ
、
摂
関
政
治
の
厳
盛
期
に
藤
原
道
長
ら
に
最
も
信
望
厚

く
、
廟
堂
に
お
い
て
全
幅
の
尊
信
を
集
め
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
陰

陽
道
界
の
象
徴
と
も
一
斉
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
『
大
日
本
史
料
』

所
引
の
『
讃
岐
日
記
』
や
『
讃
陽
雄
官
筆
録
古
』
に
よ
る
と
、
晴
明
は

讃
岐
同
国
喬
之
束
郡
井
原
に
生
ま
れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
大
阪
市

阿
倍
野
区
阿
倍
野
元
町
に
あ
る
安
倍
精
明
神
社
で
は
、
祭
神
と
し
て

暗
明
を
記
り
、
社
の
前
に
は
、
コ
安
倍
晴
明
生
誕
伝
承
地
」
の
標
注

が
建
っ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
誕
生
の
地
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。

誕
生
年
に
づ
い
て
は
『
上
御
門
家
記
録
』
に
寛
弘
二
年
（
一

O

O
五）

九
月
二
ト
六
日
に
他
界
し
た
と
あ
り
、
『
尊
山
ヰ
文
脈
』
や
『
安
倍
氏

系
凶
』
に
ん
学
年
、
が
「
八
十
五
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
信
じ
れ

ば
、
延
喜
二
十
A

年
（
九
一
一
一
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
尊
卑
文

脈
』
に
よ
れ
ば
、
右
大
臣
安
倍
御
主
人
か
ら
数
え
て
九
代
目
（
御
主

人
↓
広
庭
↓
島
麿
↓
穎
虫
↓
道
守
↓
兄
雄
↓
春
材
↓
益
材
↓
晴
明
）

で
あ
っ
た
。
平
安
初
期
辺
り
か
ら
詳
し
く
述
べ
る
と
、
暗
明
の
曾
祖

父
で
あ
る
兄
雄
は
参
議
左
中
将
、
祖
父
券
材
は
淡
路
守
、
父
益
材
は

大
勝
大
夫
と
続
い
て
お
り
、
祖
父
の
代
よ
り
中

F
級
官
僚
の
家
筋
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
晴
明
本
人
も
極
位
従
四
位
下
の
中
級
官
人

で
あ
っ
た
が
、
時
の
権
力
者
藤
原
道
長
と
非
常
に
懇
意
に
し
て
い
た

こ
と
は
、
前
に
も
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
晴
明
に
は
、
自
在
に

式
神
を
扱
う
と
か
、
予
知
や
透
視
・
占
術
・
幻
術
に
す
ぐ
れ
て
い
た

と
か
、
死
者
を
匙
ら
せ
た
な
ど
、
数
々
の
超
人
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
つ

き
ま
と
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
式
神

H
し
き
じ
ん
・
し
き
が
み
」

と
は
、
「
識
神
」
，
「
職
神
」
と
も
書
き
、
主
人
で
あ
る
陰
陽
師
の
意

の
ま
ま
に
目
耳
と
な
り
手
足
と
な
っ
て
縦
横
に
立
ち
働
く
鬼
神
の
こ

と
を
言
う
。
常
人
に
は
「
日
に
見
え
ぬ
者
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
式

神
に
つ
い
て
は
、
宮
廷
の
内
側
か
ら
世
相
を
酷
評
し
た
清
少
納
言
も

「
し
き
の
神
も
お
の
づ
か
ら
い
と
か
し
こ
し
」
と
、
畏
怖
の
心
情
を

『
枕
草
子
』
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
晴
明
の
母
は
常
人
で
は
な
く

異
類
の
神
狐
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
（
5

）
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
い

わ
ゆ
る
英
雄
異
常
出
生
課
で
あ
ろ
う
。

本
題
に
戻
ろ
う
。
「
両
道
棺
分
」
（
6

）
以
後
、
賀
茂
氏
は
忠
行
を
、

安
倍
氏
は
晴
明
を
初
代
と
す
る
累
代
の
儒
胤
と
し
て
、
得
業
生
を
経

ず
学
生
よ
り
直
接
陰
陽
師
に
任
用
さ
れ
る
等
々
の
閥
次
上
の
優
遇
措

置
に
よ
っ
て
、
賀
茂
氏
は
正
権
勝
博
士
と
造
暦
宣
旨
の
独
占
、
安
倍

氏
は
正
権
天
文
博
士
と
密
奏
宣
旨
の
独
占
を
果
た
し
、
各
々
暦
道
・

天
文
道
を
独
占
す
る
と
と
も
に
、
陰
陽
道
出
身
者
と
し
て
、
あ
る
い

は
暦
・
天
文
両
道
出
身
で
陰
陽
道
兼
学
者
と
し
て
、
正
権
陰
陽
博
士

や
寮
の
頭
・
助
を
独
占
し
陰
陽
道
の
上
層
部
を
構
成
し
て
い
く
。
と

う
し
て
、
卜
一
世
紀
後
半
の
段
階
に
は
、
賀
茂
・
安
倍
両
氏
が
、
事

実
上
陰
陽
寮
組
織
を
独
占
し
、
斯
道
の
宗
家
と
仰
が
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
賀
茂
・
安
倍
両
氏
に
よ
る
暦
・
天
文
両
道
の
支
配

体
制
は
、
全
盛
期
の
藤
原
摂
関
政
治
体
制
の
下
で
確
立
し
た

2
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

両
氏
は
、
自
ら
の
才
覚
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
知
識
・
技
術
の
相
伝

に
よ
っ
て
家
業
を
形
成
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的

な
方
法
に
は
、
書
籍
や
、
山
本
に
集
積
さ
れ
た
文
書
や
記
録
、
さ
ら
に

は
口
伝
を
伝
授
す
る
と
い
っ
た
形
が
と
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
成
立
し
た
門
家
説
が
、
両
氏
各
々
の
道
の
家
業
化
を
支
え
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
家
業
形
成
期
に
お
い
て
、
嫡
子
へ
の

官
職
継
承
を
強
調
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
注
目
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
、
両
氏
が
各
々
の
道
に
お
い
て
、
未
だ
確
固
た
る
地
位
を
築

く
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
他
氏
族
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、
父
子
継
承
の

原
理
を
確
立
し
て
、
家
格
の
形
成
に
務
め
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

十
一
世
紀
以
降
は
、
暦
道
・
天
文
道
を
は
じ
め
と
す
る
諸
道
で
、

専
業
氏
族
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
大
学

寮
の
紀
伝
道
（
文
章
道
）
で
は
菅
原
・
大
江
両
氏
、
明
法
道
で
は
初

め
惟
宗
氏
、
後
に
中
原
・
坂
上
両
氏
、
明
経
法
で
は
清
原
氏
、
算
道

で
は
三
善
・
小
槻
両
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
博
士
職
を
世
襲
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
律
令
制
の
崩
壊
に
よ
っ
て
中
央
官
街
で
は
個
別
官
庁

の
業
務
完
結
体
化
が
進
み
、
特
定
氏
族
が
収
入
源
の
確
保
を
含
め
て

特
定
官
庁
を
世
襲
請
負
式
に
運
営
し
て
い
く
中
で
、
氏
族
の
専
業
と

し
て
の
家
業
観
念
が
成
立
し
た
こ
と
、
ま
た
、
家
業
観
念
の
普
遍
化

を
背
景
に
、
律
令
法
か
ら
公
家
法
へ
と
転
換
す
る
明
法
家
説
の
う
ち

に
律
令
法
を
否
定
し
て
ま
で
家
業
の
優
先
を
認
め
る
法
理
が
創
出
さ

れ
た
こ
と

5

5
な
ど
か
ら
、
賀
茂
氏
や
安
倍
氏
の
主
張
も
、
そ
の
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動
向
の
環
と
し
て
削
従
え
る
こ
と
が
で
き
、
律
令
制
に
優
越
す
る
家

業
の
論
理
に
支
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

陰
陽
道
活
用
術

平
安
時
代
中
期
の
宵
廷
貴
族
社
会
に
お
い
て
、
陰
陽
道
の
1
日
術
や

呪
術
・
祭
記
は
公
私
を
問
わ
ず
重
用
さ
れ
、
様
々
な
禁
忌
を
遵
守
す

る
こ
と
が
習
俗
化
し
、
社
会
的
文
化
的
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

何
故
、
日
常
的
な
生
活
規
範
と
し
て
陰
陽
道
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
か
。
当
時
、
広
く
深
く
浸
透
し
て
い
た
信
仰
の
一
つ
に
、

崇
り
を
為
す
存
在
と
し
て
、
邪
気
と
呼
ば
れ
る
死
霊
・
鬼
や
神
祇
・

妙
見
菩
薩
の
ご
と
き
仏
と
い
っ
た
種
々
の
「
も
の
の
け
」
へ
の
信
仰

が
あ
っ
た
（
1
0
γ
0

そ
う
い
っ
た
恐
れ
か
ら
、
人
々
が
、
崇
り
に
よ
っ

て
も
た
、
り
さ
れ
る
凶
事
へ
の
予
防
的
指
置
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
、

想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

人
々
の
生
活
を
律
し
た
種
々
の
禁
忌
の
う
ち
、
物
忌
と
称
さ
れ
る

も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
物
忌
に
つ
い
て
、
角
川
日
本
史
辞
典
、
1
1
は、

「
祭
に
あ
た
っ
て
神
を
迎
え
る
た
め
、
け
が
れ
た
も
の
な
ど
と
の
緩

触
や
そ
の
使
用
を
禁
じ
清
浄
状
態
を
保
つ
行
為
を
さ
す
が
、
夢
見
が

忠
か
っ
た
り
、
怪
事
に
行
き
当
た
っ
た
時
に
す
る
謹
慎
行
為
を
も
含

ん
で
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
前
中
卜
部
分
は
、
庁
く
か
ら
我
が
国

固
有
の
信
仰
と
し
て
存
夜
し
て
い
た
。
神
事
に
本
仕
す
る
た
め
に
、

一
定
の
期
間
外
部
と
の
交
渉
を
遮
断
し
て
閉
じ
こ
も
り
、
そ
の
結
果
、

新
た
に
清
浄
な
人
間
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
精
進

潔
斎
で
あ
り
、
奉
仕
す
る
人
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
、
亙
を
指
す
場
合

も
あ
っ
た
。
延
喜
式
以
前
に
成
L

忙
し
た
占
代
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
斎

・
斎
成
・
詩
忌
・
物
忌
は
、
何
れ
も
と
の
概
念
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
ギ
安
時
代
中
期
に
及
ん
で
、
正
史
以
外
の
史
書
・
ヶ
入
学

作
品
・
有
職
関
係
丹
・
日
記
類
に
見
出
だ
さ
れ
る
物
忌
は
、
斎
戒
な

ど
と
い
っ
た
神
祇
的
な
怠
味
の
も
の
と
は
異
概
念
と
し
て
使
い
分
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
物
忌
こ
そ
が
、
説
明
の
後
半
部
分
に
示
さ
れ
て

い
る
陰
陽
道
的
物
忌
で
あ
る
。
も
う
少
し

ι葉
を
加
え
る
と
、
「
忠

夢
怪
異
あ
る
時
、
ト
上
口
等
に
依
り
災
厄
を
蒙
る
恐
れ
あ
る
場
合
に
、

こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
家
内
に
篭
も
り
て
謹
慎
し
、
斎
戒
体
浴
、
身

を
浄
め
、
触
措
慨
を
忌
み
、
規
定
の

H
限
の
過
ぐ
る
の
を
待
つ
こ
と
」

7
2
が
物
忌
な
の
だ
。
物
忌
の
態
勢
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く

述
べ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
物
忌
状
態
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
ゐ
た
め
、

陰
陽
道
で
は
魔
除
け
の
木
と
し
て
特
に
珍
重
さ
れ
る
柳
の
木
を
二
一
分

ば
か
り
に
削
っ
た
簡
（
白
い
紙
片
の
場
合
も
あ
る
）
に
、
「
物
忌
」

と
書
き
、
そ
れ
を
糸
に
つ
け
、
し
の
ぶ
卒
（
こ
と
な
し
草
）
の
茎
に

結
び
、
冠
・
髪
や
簾
に
さ
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
住
民
に
篭

も
り
、
閉
門
し
て
外
部
と
の
交
渉
を
断
つ
こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、

覆
推
し
て
計
ら
れ
た
物
忌
の
軽
重
に
応
じ
て
、
門
の
閣
け
方
、
来
訪

者
と
の
接
渉
の
方
法
・
程
度
な
ど
に
、
複
雑
な
様
相
を
有
し
て
い
た

よ
う
だ
。
忌
み
落
と
し
ゃ
被
払
い
で
は
な
く
、
災
厄
に
対
す
る
予
防

行
為
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
平
安
時
代
中
期
の
物
忌
の
本
質
的

な
性
絡
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

物
忌
と
並
び
、
平
安
中
期
貴
族
の
生
活
に
お
い
て
数
多
く
み
ら
れ

る
陰
陽
道
的
禁
忌
に
、
方
忌
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
方
忌
は
、
簡
単

に
言
え
ば
、
陰
陽
道
で
い
う
と
こ
ろ
の
凶
方
を
避
け
る
行
為
で
あ
り
b

そ
の
凶
方
を
克
服
す
る
た
め
の
方
法
が
、
方
違
な
の
で
あ
る
。
で
は
、

方
違
は
ど
の
よ
う
な
ト
刀
法
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
方
違

の
日
的
は
大
き
く
一
角
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
移
動

・
旅
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
も
う
一
つ
は
、
方
忌
の
期
間
中
に
犯

士
・
出
産
な
ど
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
ト
々
進
を
行
っ
て
い
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
従
来
な
さ
れ
て
き
た
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
出
か
け
よ
う
と
す
る
際
、
そ
の
布
角
が
忌
む
と
さ
れ
る
時
は
、

前
日
に
い
っ
た
ん
別
の
方
角
の
場
所
へ
赴
き
、
そ
こ
で
夜
を
明
か
し
、

次
の

H
に

H
的
の
場
所
へ
出
か
け
る
こ
と
を
、
方
遠
の
定
義
と
し
て

い
る
の
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
南
が
塞
が
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

A
地
点
か
ら
南
に
位
置
す
る

B
地
点
ま
で
行
こ
う
と
す
る
場
合
、
ま

ず

C
地
点
、
つ
ま
り

A
地
点
の
西
雨
、
従
っ
て

B
地
点
の
尚
北
の
地

点
に
赴
く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の

C
地
点
か
ら
は
、
何

の
心
配
も
な
く
東
南
へ
向
か
い
、
目
的
の

B
地
点
に
着
く
こ
と
が
で

き
る
。
ち
な
み
に
、
前
の
晩
に
赴
い
た
点
迭
の
場
所
か
ら
、

H
的
地
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へ
向
か
っ
た
り
、
自
宅
に
帰
っ
た
り
し
た
時
間
帯
は
、
普
通
は
夜
明

け
方
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の
万
忌
は
天
．
神
・

太
白
神
と
い
っ
た
神
が
塞
い
だ
方
角
に
行
動
す
る
こ
と
を
避
け
る
認

識
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
神
に
よ
っ
て
、
当
然
、
ト
刀
違
も
違
っ
て
く
る

の
だ
っ
た
。
次
に
、
後
者
を
目
的
と
す
る
、
犯
士
や
出
産
や
、
必
ず

し
も
場
所
の
移
動
の
概
念
と
は
結
び
つ
か
な
い
他
の
諸
々
の
作
業
、

行
動
に
関
し
て
、
大
将
軍
、
王
相
、
金
神
が
引
き
起
こ
す
忌
み
を
避

け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
必
違
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
将
軍
ら
の
神

が
課
す
方
忌
は
、
前
者
の
そ
れ
よ
り
長
期
間
で
あ
り
、
こ
の
忌
み
を

避
け
る
た
め
に
は
、
前
者
の
よ
う
な
そ
の
場
限
り
の
方
違
で
は
済
ま

な
か
っ
た
。
予
防
の
た
め
の
方
違
に
よ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
白
由
を

得
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ど
ん
な
方
違
で

も
、
か
な
り
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
方
塞
が
り
の
自
由
が
得
ら
れ
る

こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
。
方
違
に
よ
っ
て
白
由
を
得
て
も
、
あ
る
期

間
を
過
ぎ
れ
ば
そ
の
自
由
は
な
く
な
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
自
由
を
持

ち
続
け
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
新
た
に
方
違
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
長
期
に
わ
た
る
造
作
を
す
る
場
合
に
は
、
同

人
物
が
一
年
を
通
し
て
．
連
の
方
選
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
修
造
や
移
転
な
ど
は
あ
ら
か
じ
め
予
定
さ
れ
る
も
の
、
だ

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
便
宜
的
な
予
防
の
た
め
の
方
違
が
考
え
ら
れ
、

ま
た
、
吋
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
前
者
と
比
べ
て
は
る
か
に
重
要
性

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
、
こ
の
予
防
の
た
め
の
方
違
も
ま
た
、
神
に

よ
っ
て
、
そ
し
て
、
起
点
が
本
所
か
旅
所
か
に
よ
っ
て
、
異
な
っ
て

く
る
の
だ
っ
た
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
な
、
陰
陽
道
に
依
存
し
た
生
活
を
送
る
上
で

貴
族
た
ち
は
し
ば
し
ば
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、
陰
陽
道
を
職

務
と
す
る
陰
陽
師
H

術
者
の
験
力
を
切
実
に
必
要
と
し
て
い
た
。
人

を
益
す
る
た
め
に
も
害
す
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
る
も
の
の
け
的
な

力
で
あ
り
、
呪
岨
に
お
け
る
式
神
の
場
合
や
、
誠
・
陰
陽
道
祭
の
場

合
の
よ
う
に
、
も
の
の
け
を
操
作
・
制
御
す
る
こ
と
さ
え
可
能
な
力

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
陰
陽
師
の
験
力
れ
故
に
、
陰
陽
師
の
神
秘

性
は
獲
得
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
小
右
記
』
な
ど
の
当
時

の
貴
族
の
日
記
に
登
場
す
る
宗
家
の
陰
陽
師
た
ち
も
、
皇
室
や
貴
族

と
頻
繁
に
接
触
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
貴
族
た
ち
が
陰
陽
師
を

必
要
と
す
る
一
方
、
宗
家
も
ま
た
、
摂
関
家
そ
の
他
の
貴
族
や
皇
室

に
奉
仕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
権
威
を
保
持
し
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
陰
陽
道
的
禁
忌
に
対
し
て
原
則
的
な
生
活
を
送
る
反
面
、

そ
れ
が
絶
対
的
な
束
縛
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
も
ま
た
、
実
状

で
あ
っ
た
。
認
識
の
仕
方
に
も
個
人
差
が
あ
り
、
逆
に
、
そ
う
い
っ

た
制
約
を
自
分
に
都
合
よ
く
利
用
し
、
日
常
生
活
の
潤
滑
油
と
し
て

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
人
々
も
、
多
々
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
物
忌
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
陰
陽
師
の
覆
推
の
結
巣
に
よ

っ
て
は
行
動
が
さ
ほ
ど
に
制
約
を
受
け
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
緊

急
事
態
が
発
生
す
る
と
破
っ
て
外
出
し
た
り
も
し
て
い
た
。
物
忌
を

厳
格
に
守
る
か
ど
う
か
は
、
当
事
者
の
緊
張
度
如
何
に
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
下
級
貴
族
に
な
る
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強
く
、
で

き
る
だ
け
守
る
よ
う
に
し
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
、
平
安
中
期
貴
族

の
平
均
的
物
忌
観
と
斗
一
叶
っ
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
、

天
皇
の
御
物
忌
の
場
合
は
、
一
貴
族
の
私
的
な
物
忌
と
違
っ
て
、
公

的
な
怠
味
を
持
つ
放
で
あ
ろ
う
か
、
か
な
り
厳
密
に
守
ら
れ
て
い
た

よ
う
だ
。
天
皇
が
御
物
忌
で
あ
る
時
、
侍
臣
の
場
合
に
外
宿
の
人
を

来
る
の
を
禁
ず
る
と
同
じ
理
屈
で
、
内
裏
へ
の
出
入
は
で
き
な
く
な

る
。
そ
う
な
る
と
、
朝
政
が
全
面
的
に
停
止
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
出
席
す
る
公
卿
は
前
夜
の
う
ち
か
ら
一
宮
中
に
候
宿
す
る
の
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
た
だ
篭
居
謹
慎
し
て
写
経
・
読
経
と
い

う
の
で
は
な
く
、
和
歌
や
漢
詩
の
会
が
催
さ
れ
た
り
、
管
弦
の
婁
に

時
を
過
ご
し
た
り
し
て
、
後
宮
友
一
房
も
含
め
た
宮
中
社
交
が
華
や
か

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る

7
2
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
源
氏
物
語
』
宇
治

十
帖
（
東
屋
・
浮
舟
）
で
は
、
薫
君
が
、
厳
重
な
物
忌
と
称
し
て
行

方
を
く
ら
ま
し
、
愛
人
の
浮
舟
と
二
人
だ
け
の
熱
愛
の
時
間
に
利
用

し
た
り
し
て
い
る
。
当
時
の
貴
族
の
日
記
を
み
る
と
、
時
に
は
連
日

の
勤
め
に
疲
れ
て
、
物
忌
を
口
実
に
休
養
す
る
貴
族
も
あ
っ
た
よ
う

だ。
で
は
、

方
法
は
、
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方
違
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
方
違
の

基
本
は
き
わ
め
て
単
純
な
の
で
あ
る
が
、
起
点
と
方
忌
の



性
格
に
よ
っ
て
変
化
す
る
た
め
筏
雑
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
規
則
に
、
民
族
た
ち
は
ど
の
程
度
ま
で
従
っ
て
い
た
の
か
と

い
う
と
、
い
く
つ
か
の
文
学
作
品
が
ボ
す
通
り
、
時
に
は
あ
え
て
方

違
を
行
わ
な
か
っ
た
人
々
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
方
忌
の
僧
大
や
、

陰
陽
師
間
の
説
の
相
違
な
ど
も
あ
り
、
実
際
の
方
己
ゅ
の
基
準
や
方
違

の
志
法
は
、
史
料
な
ど
か
ら
う
か
が
い
知
る
と
と
が
で
き
る
も
の
よ

り
も
、
更
に
復
雑
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
河
日
が
方
忌

か
ら
免
れ
え
て
い
る
か
ど
う
か
、
厳
密
に
意
識
す
れ
ば
、
口
常
生
活

の
行
動
不
能
と
い
う
ほ
ど
の
煩
雑
さ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
方
忌

認
識
も
、
煩
雑
さ
が
過
ぎ
れ
ば
逆
に
無
視
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
一
線
氏
物
語
』
の
主
人
公
で
あ
る
光
源
氏

は
、
内
裏
か
ら
歪
で
あ
る
葵
上
の
邸
（
父
左
大
臣
の
一
一
条
邸
）
に
来

て
、
今
夜
は
泊
ま
り
と
い
う
段
階
に
な
っ
て
あ
ら
た
め
て
内
裏
か
ら

の
方
忌
に
気
づ
き
、
女
房
に
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
紀
伊
守
の
中
川
家

に
方
違
を
し
て
、
紀
伊
守
の
後
妻
で
あ
っ
た
空
蝉
と
出
会
う
。
そ
の

後
も
光
源
氏
は
、
宅
蝉
を
口
説
く
の
に
「
た
び
た
び
の
御
方
違
に
こ

と
づ
け
」
て
接
近
し
よ
う
と
し
た
と
告
白
し
て
い
る
。
『
和
泉
式
部

H
記
』
で
は
、
帥
宮
敦
道
親
王
が
、
四
十
五
日
方
違
と
称
し
て
愛
人

の
和
泉
式
部
の
家
の
近
隣
に
移
り
、
逢
瀬
に
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
大
和
物
語
』
第
八
段
に
は
、
「
一
皮
め
ぐ
り
」
、
つ
ま
り
、
太
自

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
挿
話
が
あ
る
。
監
命
婦
と
い
う
女
性
の
も
と

に
通
っ
て
い
た
式
明
親
王
（
醍
醐
皇
子
）
は
、
方
忌
で
行
け
な
い
と

連
絡
し
た
ら
、
「
一
夜
め
ぐ
り
の
詫
だ
か
ら
、
方
塞
が
り
に
な
る
の

も
尤
も
な
こ
と
で
す
」
と
榔
検
さ
れ
て
、
方
己
む
を
無
視
し
て
訪
ね
て

き
た
と
い
う
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
陰
陽
道
的
禁
忌
に
縛
ら
れ
る
に
は
、
そ
れ
を
理
解

す
る
だ
け
の
知
性
・
教
養
と
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す
だ
け
の
経
済
的

・
時
間
的
ゆ
と
り
が
必
要
で
あ
り
、
だ
か
ら
と
そ
、
そ
の
条
件
を
満

た
し
得
る
貨
族
層
に
お
い
て
の
み
、
物
忌
や
方
違
と
い
っ
た
凶
事
に

対
す
る
予
防
行
為
が
、
盛
ん
に
営
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

平
安
時
代
中
期
の
陰
陽
道
は
、
貴
族
の
有
職
的
教
義
的
知
識
で
あ
り
、

貴
族
社
会
の
凶
門
的
形
式
的
な
権
威
づ
け
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
む
や
み
に
縛
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分

自
身
に
都
合
の
良
い
雅
な
出
に
逆
用
す
る
な
ど
、
陰
陽
道
を
文
化
の

域
に
ま
で
高
め
て
楽
し
ん
で
い
た
傾
向
も
、
平
安
市
民
族
た
ち
の
日
記

や
文
学
作
品
か
ら
、
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

お
わ
り
に

平
安
時
代
中
期
は
、
陰
陽
道
が
、
貴
族
の
生
活
習
慣
の
一
部
と
し

て
当
然
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
を
成
立
せ
し
め
た
心
理
的
背
景
の
第
一
が
、
未
知
な
る
も
の
へ
の

畏
怖
の
念
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
陰
陽
道
を
需
要
す

る
側
と
供
給
す
る
側
、
こ
の
両
汗
が
揃
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
陰
陽

道
は
宮
廷
貴
族
社
会
に
お
い
て
盛
行
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
完
全
な

る
閣
の
消
滅
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
一
方
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

と
思
わ
れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
陰
陽
道
が
迷
信
の
一
一
一
」
一
口
で
片

付
け
ら
れ
て
し
ま
う
の
も
、
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
迷
信
を
合
み
つ
つ
も
、
節
分
、
雛
祭
と
い
う
よ
う
に
、
人
7

な

お
、
陰
陽
道
が
我
々
の
生
活
の
底
辺
に
伏
任
し
続
け
て
い
る
の
も
ま

た
、
事
実
な
の
で
あ
る
。
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註（

i
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

飯
島
忠
夫
プ
大
文
一
暦
法
と
陰
陽
五
行
説
』

一
二
九
年
）

広
瀬
秀
雄
『
暦
』
（
近
緩
出
版
社
一
九
七
八
年
）

繁
同
信
A

「
平
安
中
期
貨
族
社
会
に
お
け
る
陰
陽
師
！
と
く

に
病
気
を
め
ぐ
る
活
動
に
つ
い
て
｜
」
（
『
論
集
東
北
大
学

印
度
学
宗
教
学
会
』
第
一
八
号

J

九
九
一
年
）

村
山
修
一
「
古
代
日
本
の
陰
陽
道
」
（
『
陰
陽
道
叢
書
』
第

A

一
巻
占
代
、
名
著
山
版
一
九
九
一
七
年
）

『
臥
一
宮
耳
目
件
録
』
に
は
晴
明
の
母
を
化
生
の
も
の
と
す
る
伝

が
あ
り
、
神
狐
伝
説
は
七
回
の
森
の
「
葛
の
葉
狐
」
そ
暗
明

ヘ
7
1
4
1
1
L
L

戸
ぷ
甘
ト
ド
勾

L
7
f

九

（

4
）
 

（

5
）
 



（

6
）
 

（

7
）
 

の
母
と
す
る
巷
説
か
ら
、
五
説
経
の
一
の
「
信
太
妻
」
が
作

ら
れ
、
「
阿
倍
竜
子
」
「
狐
火
房
」
な
ど
の
説
話
と
な
り
‘

暗
明
を
祖
と
す
る
陰
陽
師
集
団
が
広
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
帝
王
編
年
記
』
巻
一
七
・
一
条
院
（
国
史
大
系
第
一
二
）

村
山
修
一
「
王
朝
貴
族
と
陰
陽
道
の
名
人
た
ち
L

（
『
日
本

陰
陽
道
史
話
』
大
阪
書
房
一
九
八
七
年
）

佐
藤
進
一
「
公
家
法
の
特
質
と
そ
の
背
景
」
（
日
本
思
想
大

系

『

中

位

政

治

社

会

思

想

ド

』

解

説

坑

波

書

店

一

九

八
一
年
）

佐
藤
進
一
『
日
本
の
中
世
凶
家
』
第
一
卒
（
岩
波
書
店

九
八
三
年
）

註
（

3
）
に
同
じ

『
日
本
史
辞
典
』
（
角
川
書
店
一
九
九
二
一
年
）

行
村
貞
吉
『
源
氏
物
語
有
職
の
研
究
』
（
風
間
書
房

六
四
年
）

村
山
修
一

（

8
）
 

（

9
）
 

12 11 10 （
日
）

日
本
歴
史
新
書
禁
忌
の
項

『
平
安
京
』

)L 

（
至
文
堂
）
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